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１ 健常者における鍼刺激の影響のρmax による解析 
 




























１．２ 方 法 
 



















 脈波伝播時間（pulse wave transmission time; PTT）は血圧と負の相関があ
るとされている。本研究では，PTT[ms]を，図４のような心電図の R波から脈波
の立ち上がりまでの時間で定義する．本研究の場合，心電図と光電脈波をサン
プリング周期 1ms で A/D 変換するため PTT の時間分解能は 1ms である． 
 PTT 変動と心拍数変動をそれぞれ PTT[ms]と HR[min]で表す．次に，Mayer 波
帯域の 0.08Hz から 0.12Hz を通過域とする帯域通過ディジタルフィルタ（6次の
チェビシェフ型）を通した後，1試行全体にわたるそれぞれの平均値を差し引く．
図５のように，ある時刻 t[s]においてその前後 1分間の合計 2分間の PTT と HR
を切り出し，ハニング窓をかけた後，PTT と-HR の間の相互相関係数を求める． 







１．３ 結 果 
 













































































































































































































































































































































いて 1ms の精度で記録した． 
実験の結果，３日間とも体動等のアーチファクトのないデータがとれた５名（男
性 4名，女性 1名； 平均年齢 29.4±10.2 歳）について解析の対象とした． 
実験で得られた心電図波形から R 波の間隔を算出し，この逆数から心拍数変
動 HR [bpm]を求めた．また，連続血圧波形から各拍における平均血圧 MBP 
[mmHg]を求めた．さらに，指尖光電脈波波形からは，各拍内における最大値と
最小値の差である脈波波高値 PA を算出した． 
 
 
図 2-1 背部に対する温冷負荷実感装置 
 
 
２．３ 結 果 
 
 図 2-2 から 2-5 は、ある被験者の温冷刺激による典型的な反応を示す。 
 図 2-3 は、温冷刺激で心拍数と血圧とのρmax が大きく乱れていることが示さ
れている。図 2-5 は、同じ被験者に加味逍遥散を投与すると、同ρmax が温冷刺
激にあっても安定していることを示す。 


























































図 2-3：図 2-2 の結果における心拍数変動と平均血圧変動から求めた最大相互相
関係数 r max（上段）と遅れ時間 t max（下段）の時間変化． 
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図 2-4：図 2-2 と同じ被験者の温冷水刺激実験（加味逍遙散を服用）における心
拍数(HR)，平均血圧(MBP)，脈波波高値(PA) の変化． 
 


























図 2-5：図 2-4 の結果における心拍数変動と平均血圧変動から求めた最大相互相
関係数 r max（上段）と遅れ時間 t max（下段）の時間変動． 
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３ 結 論 
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